
 

 

「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

 

                                                 

１．本時の目標 

ある車いすマラソン大会でスタートから 6km の地点で応援するとき，先頭の選手が通過してから何

分後に，最後の選手が通過するのかや，先頭の選手が通過してから約 45 分後に，最後の選手が通過す

る地点は，スタートから何㎞の地点なのかをグラフを用いて求める方法を説明することができる。 

２．本時のデザイン                               主張する手立て 

●教師の働きかけ ◯子供の学習活動     ◆留意点 ※評価 

１．問題を把握する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇y＝6000のとき x＝50だから，約 50分。 

  〇グラフを見たら，約 50分とは言えない。 

  〇先頭の選手が通過してから何分後に，最後 

の選手が通過するのか求めればいい。 

 

２．課題を明確化し，課題と問題を解決する 

 

 

 

●「50-20=30で約 30分」とノートに書いてい 

る人は，どのように考えたのかな？ 

〇先頭の選手のグラフと最後の選手のグラ

フについて， 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆車いすマラソンの様子を動画で見せてから問
題を把握する流れとする。 

◆計算で解決する生徒がいた場合は，生徒の考え
を発表させて，答えをグラフから導くにはどう 
すればよいのか考えさせるようにする。 

◆問題提示後は，誤りを修正する文脈を設定す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
◆グラフを指し示しながら説明させる。考えられ
る不十分な説明は次の通りであり，（ ）のよ
うに問い返す。 

・2つのグラフを見た。（グラフのどこ？） 
・2 つのグラフが 6000 のときの時間の差を求め
た。（6000って何？，時間の差って何？） 

・グラフが 6000のときの横方向の長さを求めた。

日 時 令和４年１１月１７日（木）        生 徒 ７年Ｂ組 

授業場 ７年Ｂ組教室               授業者 赤 本 純 基 

太郎さんと花子さんの学級は全員で，車いすマラソンの応援をしにいくことになり，応援計画

をつくっています。二人は応援計画について話し合っています。 

 

太郎さん 出場選手全員を応援したいけど，応援にはどのくらい時間がかかるのかな。 

花子さん 応援する場所によって、出場選手全員を応援する時間は変わるね。 

太郎さん スタートから 6㎞の地点で応援するとしたら、どのくらい時間がかかるのかな。 

花子さん 昨年度の大会では，もっとも速い選手は分速 300m，もっとも遅い選手は 

分速 120mで走ったみたい。このデータをもとに考えられないかな。 

 

二人は，スタートした時間からの経過時間を x分，スター 

ト地点からの道のりを ymとし，昨年度の大会の先頭の選手 

と最後の選手は一定の速さで走っていると仮定して，xと y 

の関係をグラフに表しました。 

 

問題 スタートから 6㎞の地点で応援するとき， 

出場選手全員を応援するにはどのくらい時間がかかるで 

しょうか。 

課題 スタートから 6kmの地点で応援するとき，先頭の選手が通過してから何分後に，最後の

選手が通過するのかは，グラフからどのように求めればよいのかな？ 



 

 

「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

①y の値が 6000 のときの x の値の差を求

めた。先頭の選手は xの値が 20，最後の

選手は xの値が 50だから，50-20=30。 

 ②yの値が 6000のときの 2点間の x軸方 

向の距離を読んだ。先頭の選手は xの値 

が 20，最後の選手は xの値が 50だか 

ら，50-20=30。      

  

 

３．確認問題を解決する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●「2つのグラフを見たら，スタートから約 

9000mの地点とわかる」という説明で十分な 

のかな？ 

〇グラフのどこに着目して，どのように用い 

たのかがわからないから不十分。 

〇先頭の選手のグラフと最後の選手のグラ

フについて， 

   ①先頭の選手と最後の選手のxの値の差が 

45になるときの yの値を求めた。2つの 

xの値の差が45のときのyの値は9000。 

   ②先頭の選手と最後の選手の 2点間の x軸 

方向の距離が 45になるときの yの値を 

を読んだ。2点間の距離の差が 45のと 

きの yの値は 9000。 

 

４．解決過程を振り返る 

●振り返ると，問題や確認問題について，グラ 

フを用いて解決するときに大切だと思った 

考え方は何かな？ 

①グラフのどこに着目したのかをはっきり 

させること。 

②2つのグラフの差や距離を読み取ること。 

（6000って何？，横方向の長さって何？） 
・グラフが 6000のときの 2点間の距離を読んだ。
（6000って何？，2点間の距離って何？） 

・2つのグラフの yの値が 6000のときを求めた。
（答は 50または 20になるってことでいい？） 

・2つのグラフの xの値の差を求めた。（とにか
く xの値の差を求めるとしたら，どこの差をみ
てもいいんだね？） 

・2つのグラフの 2点間の横方向の距離を読 
んだ。（とにかく 2点間の横方向の距離を求め 
るとしたら，どこの距離をみてもいいんだ 
ね？） 

※スタートから 6kmの地点で応援するとき，先 
 頭の選手が通過してから何分後に，最後の選手 
が通過するのかをグラフを用いて求める方法 
を説明している。（行動観察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆不十分な方法の説明を改善させるように促す。 
 
◆出場選手全員を応援するのに約 45 分かかる地
点はスタートから何㎞の地点なのかを調べる
ために，グラフを用いることとし，その「用い
方」について数学的に説明するものとしてい
る。その際，グラフの「用い方」として，応援
するのに約 45 分かかる地点を求めることか
ら，グラフの x の値の差が 45 になるとき着目
することを明示する必要がある。その上で，xの
値の差が 45 か 2 点間の x 軸方向の距離が 45
になるときyの値を求めることを記述すること
ができるように促す。 

※先頭の選手が通過してから約 45 分後に，最後
の選手が通過する地点は，スタートから何㎞の
地点なのかをグラフを用いて求める方法を説
明している。（行動観察，ノート） 

 
 
◆黒板で授業の様子を振り返るように促し，解決
過程で大切だと思った数学的な見方・考え方を
引き出していく。時間に余裕がある場合は，黒
板の写真を端末で共有し，解決過程で大切だと
思った数学的な見方・考え方を指摘させるよう
にする。 

◆学習を進めるのが早い生徒は，課題のああの箇
所を変更して自分なりの問題をつくる活動を
取り入れる。その際，つくった問題で工夫した
ところも言わせるようにする。また，つくった
問題は端末で共有し，生徒がお互いに問題を解
き合うようにする。 

二人は応援計画についてさらに話し合っています。 

 

太郎さん スタートから 6㎞の地点で応援すると，応援には約 30分かかることがわかったね。 

花子さん 応援の時間をもう少し長くとれそうだよ。応援するのに約４５分かかる地点だった 

ら，スタートから何㎞の地点なのかな。 

 

確認問題 出場選手全員を応援するのに約 45分かかる地点はスタートから何㎞の地点か，グラ

フを用いて求める方法を説明しなさい。 

答．約 30分 

答．約 9000mの地点 
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３．算数・数学科における主張 

 (1) 算数・数学科における「深い学び」の具現に向けて影響力を発揮し合う「学び合い」 

算数・数学科における「深い学び」とは，「数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる事象につい

て，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，新しい概念を形成したり，よりよい方法を

見いだしたりするなど，新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し，思考，態度が変容する」（文部

科学省，2018）学びである。「「深い学び」の具現に向けた影響力」を発揮した子供の様相については，

子供の数学的な見方・考え方を働かせた様相，すなわち事象を数量や図形及びそれらの関係についての

概念等に着目してその特徴や本質を捉えて表現した様相や，目的に応じて数，式，図，表，グラフ等を

活用しつつ，論理的に考え，問題解決の過程を振り返るなどして既習の知識及び技能を関連付けながら，

統合的・発展的に考えて表現した様相と捉えている。 

授業で目標達成のために，「「深い学び」の具現に向けた影響力」を発揮し合う「学び合い」が必要と

なる場面は，図の「問題発見・解決の過程」（文部科学省，2018）と考える。湊（1999）が述べる「知

識は普遍的，客観的なものではなく主観的，個人的な

ものである。個人的知識を学級などにおいて練り合

い，練り上げることは，社会的相互作用論によって支

持されている。子どもの主体的活動のもとで知識は協

働によって変容を遂げ，広い客観性を獲得する。練り

合い，練り上げは知識の普遍化を達成する。練り合い，

練り上げの活動を通して，個人で構成した知識の意味

を明確化し，この知識と他の子どもが構成した知識と

の異同，自分の知識の特徴などが明確になる」からも，

個人の資質・能力は，問題発見・解決の過程における

「学び合い」によって確かなものとなると考える。   

数・数学の問題発見・解決の過程 

 

 

 

 

問題発見・解決の過程では，各場面における個人思考や集団思考の時間を充実させることが大切であ

る。具体的には，適切に設定した授業の目標を細分化して，目標を達成した子供の様相および目標達成

に向かう子供の様相を想定した上で，次の 2 つの手立て（例えば，早勢，2020；釧路市教育委員会，

2022；水谷，2022；水谷他，2021；赤本，2018）を講じることとする。 

① 個人思考時に，より多くの子供が問題発見・解決に取り組めるようにする 

・誤りを提示して，改善させる。 

・問題解決過程の途中までを提示して，続きを考えさせる。 

・問題解決の結果を提示して，逆向きに考えさせる。 

※個人思考の途中でこれらを板書や端末で提示（部分提示）し，考える部分を焦点化した発問を位置

付ける。 

個人思考時には，「数学的な表現を柔軟に用いて相互に関連付け，説明し合う集団思考を想定し，自分 

の考えや気付きをノートにメモさせる。」，「机間指導で子供の考えを把握し指名計画を立てる。」，「教師

の意図的な「つぶやき」をする。」といった働きかけも大切にする。 

② 集団思考時に，授業の目標達成に迫れるように子供同士の話合いを促進する 

・異なる考えを比較検討させる。 

・同じ考えの異なる表現を比較検討させる。 

・不完全な事柄・事実の説明や方法・手順の説明，理由の説明を改善させる。 

※集団思考でこれらについて板書や端末で表現された考えの意図を読み取らせたり，続きを考えさ

せたりして，表現した子供とは違う子供に説明（他者説明）させて共有する。 

・子供の発言を止めたり，問い返したりしながら強調，確認して，立ち止まる瞬間をつくる。 

・授業の目標に迫る考えのキーワードや，重要な箇所に矢印，下線や囲みを目立つように板書して，  

「見方・考え方」を顕在化する。 

・授業の目標に迫る考えが出ないときは，教科書を活用，子供に考えを読み取らせ説明させる。 

主張する手立て 

① 個人思考時に，より多くの子供が問題発見・解決に取り組めるようにする 

② 集団思考時に，授業の目標達成に迫れるように子供同士の話合いを促進する 

図 算数・数学の問題発見・解決の過程 
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